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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
、
そ
し
て
ご
家
族

の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
当
組
合
の

事
業
、
行
事
等
組
合
運
営

に
皆
様
に
は
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
、
本
年

も
相
変
ら
ず
の
、
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
理

事
長
就
任
か
ら
３

年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
組
合
運
営
の

物
事
に
対
す
る
判

断
そ
し
て
決
断
の

難
し
さ
を
、
些
か
私
の
力

不
足
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
組
合
事
業

に
掲
げ
た
組
織
強
化
、
事

業
活
性
化
等
を
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

効
果
的
な
課
題
解
決
策
に

至
っ
て
な
い
状
況
で
す
。

今
後
と
も
継
続
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
御
座
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
技
能
進
行
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
技

能
・
技
術
の
向
上
後
継
者

の
育
成
等
、
啓
発
・
啓
蒙

を
図
る
た
め
の
技
能
検
定

（
実
技
）（
学
科
）
技
能
コ

ン
ク
ー
ル
・
そ
の
他
、
講

習
会
の
開
催
を
行
っ
て
い

る
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
方
の
ご
理
解

あ
る
ご
協
力
を
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
神
奈
川
県

職
業
能
力
開
発
協
会
の
、

技
能
振
興
コ
ー
ナ
ー
よ
り
、

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

の
認
定
を
頂
き
ま
し
た
、

神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合

か
ら
、
四
名
も
の
、
逸
材

理
事
長　

村
田
隆
男
（
神
奈
川
）

副
理
事
長　

市
川　

肇
（
厚

木
）

同
　

監
物　

光
（
大

和
）

同
　

舩
木
家
國
（
大
船
・
栄
）

同
　

和
田
英
則
（
横
須
賀
）

同
　

齋
藤
真
人
（
鶴

見
）

理
事
会
計　

𡈽
田
和
治
（
金

沢
）

同
　

萩
原
繁
夫
（
保
土
ヶ
谷
）

同
　

島
永
義
治
（
川

崎
）

理

事　

海
藤
定
吉
（
港

北
）

同
　

山
内
昭
次
（
旭
・
瀬
谷
）

同
　

市
川　

満
（

緑

）

同
　

沼
田
郁
夫
（

西

）

同
　

髙
橋　

良
（

中

）

同
　

伊
藤
祐
吉
（

南

）

同
　

林　

好
重
（
港

南
）

同
　

間
川
輝
男
（
戸

塚
）

同
　

佐
久
間
弘
之
（
磯

子
）

同
　

舩
木
弥
一
（
大
船
・
栄
）

同
　

萩
原
敏
男
（
藤

沢
）

同
　

加
藤
愼
吾
（
鎌

倉
）

同
　

二
木
哲
也
（
茅
ヶ
崎
）

同
　

山
本　

均
（
平

塚
）

同
　

柳
川
辰
男
（
小
田
原
）

同
　

長
谷
川
丈
二
（
相
模
原
）

同
　

監
物
庄
二
（
大

和
）

同
　

佐
藤
広
章
（
厚

木
）

同
　

猪
俣
寿
久
（
伊
勢
原
）

同
　

久
保
田
和
男
（
秦

野
）

同
　

早
川　

誠
（
青
年
部
）

監

事　

志
村
里
勝
（
厚

木
）

同
　

萩
野
圭
吾
（
横
須
賀
）

同
　

塩
田　

力
（
鶴

見
）

顧

問　

櫻
井
俊
雄
（
戸

塚
）

相
談
役　

早
川
良
夫
（
厚

木
）

同
　

歌
川　

明
（
港

北
）

神 奈 川 県 板 金 工 業 組 合神 奈 川 県 板 金 工 業 組 合 2016年

　

平
成
二
十
八
年
一
月

十
五
日（
金
）
ホ
テ
ル
横
浜

ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て
、
神
奈

川
県
板
金
工
業
組
合
賀
詞

交
歓
会
が
八
十
六
名
の
参
加

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
副
理
事
長
、

和
田
英
則
氏
と
萩
原
繁
夫

理
事
に
司
会
進
行
、
副
理

事
長　

市
川
肇
氏
の
開
会

の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
理

事
長　

村
田
隆
男
氏
に
年

頭
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

深
澤
事
務
局
長
か
ら
、
来

賓
・
協
賛
メ
ー
カ
ー
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
表

彰
は
、
和
田
英
則
副
理
事

長
・
川
澄
潔
氏
（
大
和
支

部
）・
柿
澤
實
氏
（
厚
木
支

部
）
の
三
氏
で
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
来
賓

を
代
表
し
て
県
議
会
議
員

堀
江
則
之
氏
・
国
吉
一
夫

氏
、
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
企
業
情
報
部　

近
藤

貴
志
氏
、
神
奈
川
鉄
鋼
二

次
製
品
協
議
会
会
長　

宇

井
一
男
氏
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
副
理
事
長

和
田
英
則
氏
と
萩
原
繁
夫

理
事
の
司
会
、
組
合
顧
問

櫻
井
俊
雄
氏
の
音
頭
で

乾
杯
し
、
来
賓
の
方
々
の

お
話
や
、
内
閣
官
房
長
官

菅　

義
偉
氏
、
衆
議
院
議

員　

松
本　

純
氏
他
の
祝

電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
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新
年
の
御
挨
拶

新
年
の
御
挨
拶

平
成
二
十
八
年
一
月

平
成
二
十
八
年
一
月

理
事
長
　

村
田

隆
男

理
事
長
　

村
田

隆
男

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年

新
年
賀
詞
交
歓
会

新
年
賀
詞
交
歓
会

　

恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
は
柳

川
理
事
を
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
に
大
勢
の
方
が
マ
イ

ク
を
握
り
理
事
長
が
ト
リ

を
飾
り
ま
し
た
。
副
理
事
長

監
物
光
氏
の
三
本
締
め
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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新
規　
　

新
規　
　

加
入
者

加
入
者

　
　

紹
介

　
　

紹
介

写
真
右
か
ら

志
村
里
勝
氏

 

（
監
事
）

星
崎
信
幸
氏

 

（
鉄
二
協
）

井
沢　

豊
氏

 

（
鎌
倉
支
部
）

指
旗
規
治
氏

 

（
藤
沢
支
部
）

五
十
嵐
桂
氏

 

（
南
支
部
）

　

茅
ヶ
崎
支
部

 

中
島
一
浩

　
　

有
限
会
社

 

Ｋ

－

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

を
輩
出
致
し
ま
し
た
、
そ
し

て
県
、
職
能
協
よ
り
要
請

が
あ
り
、
第
一
回
目
の
も

の
づ
く
り
の
魅
力
発
信
講

座
を
、
茅
ヶ
崎
市
立
鶴
が

台
中
学
校
で
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
、
マ

イ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。

　

そ
し
て
来
年
、
平
成

二
十
九
年
一
月
に
は
神
奈

川
県
板
金
工
業
組
合
創
立

五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
、
そ
れ
に

伴
い
組
合
役
員
の
皆
さ
ん

で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
、
組
合
員
皆
様

の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

組
合
員
の
皆
様
と
、
ご
家

族
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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副
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作
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て

神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
二
期
目
の
県
政
を
お

預
か
り
し
て
初
め
て
の
正
月

を
迎
え
、「
い
の
ち
輝
く
マ
グ

ネ
ッ
ト
神
奈
川
」
の
実
現
に

向
け
て
、
全
力
を
尽
く
す
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
神
奈
川
に
と
っ

て
二
つ
の
う
れ
し
い
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

二
〇
一
九
日
本
大
会
の
決

勝
戦
の
開
催
都
市
が
〝
横
浜

市
・
神
奈
川
県
〞
に
決
定
し

た
こ
と
、
そ
し
て
、
東
京

二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技

会
場
が
江
の
島
に
決
定
し
た

こ
と
で
す
。

　

特
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
は
、
昨
年
の
大
会
で

日
本
代
表
チ
ー
ム
が
大
活
躍

し
た
こ
と
で
、
注
目
度
が
一

気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
成
功
に
向
け

て
、
地
元
市
な
ど
と
協
力
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
世
界
中

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
神
奈
川
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

そ
こ
で
県
は
、
魅
力
あ
る

神
奈
川
の
海
へ
の
誘
客
を
促

進
す
る
「
か
な
が
わ
シ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
文
化
芸
術
の

魅
力
で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
「
マ
グ
カ
ル
」、
横

浜
・
鎌
倉
・
箱
根
に
次
ぐ
「
第

４
の
観
光
の
核
づ
く
り
」
な

ど
、
世
界
か
ら
人
を
引
き
つ

か
な
が
わ
の
可
能
性

か
な
が
わ
の
可
能
性

い
の
ち
も
地
域
も
未
来
も

い
の
ち
も
地
域
も
未
来
も

輝
く
県
へ

輝
く
県
へ

け
る
神
奈
川
づ
く
り
を
加
速

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
未
病
を
治
す
こ
と

に
よ
る
健
康
長
寿
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
、
最
先
端

ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
生
な
ど
を

実
現
し
、
世
界
に
誇
れ
る
神

奈
川
モ
デ
ル
と
し
て
発
信
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
本
格

化
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
震
防
災
対

策
や
治
安
対
策
な
ど
に
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
誰

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
神

奈
川
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
ま
で
あ
と
三

年
で
す
。
二
つ
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
を
契
機
に
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
、

神
奈
川
か
ら
経
済
の
エ
ン
ジ

ン
を
回
し
て
い
き
ま
す
。

　

神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
県

政
へ
の
温
か
い
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
奈
川
県
知
事

黒
岩
祐
治

　

会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
健
や
か
に

平
成
二
十
八
年
の
新
春
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
中
小
企
業
、

地
域
経
済
の
本
格
的
な
景
気

回
復
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
排

ガ
ス
不
正
事
件
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
施
工
不
良
に
よ
る
傾
斜

事
件
、
国
際
テ
ロ
事
件
な
ど
、

日
本
経
済
、
企
業
経
営
に
不

安
を
感
じ
さ
せ
る
事
件
が
多

発
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、

我
々
中
小
企
業
に
は
、
中
国

経
済
の
減
速
、
原
材
料
価
格

の
高
騰
、
構
造
的
な
人
手
不

足
や
個
人
消
費
の
停
滞
か
ら
、

収
益
確
保
を
実
感
で
き
ず
、

更
に
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対

応
に
追
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　

こ
の
よ
う
な
中
、
神
奈
川
県

内
で
は
、
箱
根
・
大
涌
谷
に
お

け
る
火
山
性
地
震
の
影
響
に
よ

る
観
光
客
の
減
少
が
続
く
な

か
、
県
で
は
、「
箱
根
を
守
り

抜
こ
う
宣
言
！
」
を
全
国
に
向

け
て
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
お
い
て
、
北
里

大
学
大
村
智
特
別
栄
誉
教
授

が
生
理
学
・
医
学
賞
を
東
京
大

学
宇
宙
線
研
究
所
梶
田
隆
章

所
長
が
物
理
学
賞
受
賞
の
朗

報
に
国
内
は
沸
き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
多
く
の
中
小

企
業
の
方
々
に
本
会
の
県
補

助
事
業
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は

も
と
よ
り
、
平
成
二
十
四
年

度
よ
り
三
年
連
続
の
補
正
事

業
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
補

助
金
事
業
」
を
神
奈
川
県
地

域
事
務
局
と
し
て
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
国
で
は
、

「
生
産
性
の
向
上
」
を
重
要

課
題
に
掲
げ
、
Ｉ
Ｔ
、
ビ
ッ

会　

長森　　　　
洋

グ
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
よ

る
産
業
構
造
、
経
済
社
会
の

革
新
、
景
気
回
復
の
実
感
を

地
域
に
行
き
渡
ら
せ
る
ロ
ー

カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
各
種
施
策
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
県
内
に
お
い
て
は
、

さ
が
み
縦
貫
道
路
の
全
線
開

通
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ

ラ
も
整
い
、
神
奈
川
県
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
活
性
化

計
画
に
よ
る
産
業
の
振
興
が

推
進
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

協
同
の
精
神
の
下
、
今
年
も

ご
奮
闘
を
賜
り
、「
連
携
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
経
済
の
好

循
環
を
神
奈
川
県
よ
り
実
現

さ
せ
る
た
め
、
県
や
国
の
中

小
企
業
施
策
を
活
用
し
な
が

ら
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
事

業
の
持
続
的
発
展
と
経
営
革

新
、
付
加
価
値
の
創
造
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
ま
れ
、

こ
の
激
変
す
る
不
透
明
な
時
代
を
乗
り

切
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
念
願

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
本
年
六
〇
周
年
を
迎
え
、

中
小
企
業
連
携
組
織
の
専
門
支
援
機
関
と

し
て
、
連
携
の
強
み
を
最
大
限
活
用
し
、

中
小
企
業
の
真
価
を
存
分
に
発
揮
し
て
い

だ
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
ご
支
援
す
る
所

存
で
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

振
興
と
発
展
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
昨
年
に
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

神
奈
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

神
奈
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
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平
成
二
十
七
年
八
月

二
十
八
日（
金
）
十
四
時
〜

十
七
時
、
神
奈
川
労
働
プ

ラ
ザ
四
階
第
三
会
議
室
に

て
第
七
回
安
全
大
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

出
席
者　

六
十
名
参
加

　

大
会
は
（
村
田
理
事
長
）

の
挨
拶

　

ミ
ド
リ
安
全
㈱
総
括

（
佐
野
正
人
氏
）

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
使
用

Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

安
全
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス

体
験
３
名
が
体
験

　

災
害
事
例
の
発
表
（
和

田
英
則
副
理
事
長
）

　

熱
中
症
の
事
例
及
び
防

止
対
策

　

災
害
発
生
状
況
原
因
に

つ
い
て
発
表
し
、
防
止
策

を
参
加
者
と
の
活
発
な
討

議
を
行
い
、
熱
い
中
で
の

作
業
に
於
い
て
は
小
ま
め

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月

六
日（
日
）
〜
七
日（
月
）

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
で
移
動

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
田
原
支
部
の
柳
川

理
事
の
協
力
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

理
事
会
は
午
後
三
時
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
理
事
会

に
は
、
三
十
名
、
来
賓
六

名
、
事
務
員
二
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
一
月
、
二
月

の
行
事
予
定
、
青
年
部
報

告
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
六
時
か
ら
宴
会

場
で
、
集
合
写
真
を
撮
り
、

懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

二
次
会
も
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン

ジ
で
、
十
人
ほ
ど
参
加
し

 

副
理
事
長　

和
田
英
則　

　

神
奈
川
県
板
金
工
業
組

合
、
組
合
員
の
皆
様
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
も
、
村
田
理
事
長

の
元
、
新
年
を
迎
え
よ
り
、

一
層
の
団
結
を
深
め
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
組
合
を
、
建
築
業

界
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
組
合
に
す
る
た
め
に
も
、

皆
様
の
ご
意
見
や
ご
協
力

の
元
、
今
で
き
る
こ
と
を
、

一
つ
ず
つ
改
善
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
は
申
年
で

す
。
猿
と
言
え
ば
ま
ず
思

い
つ
く
の
は
、
日
光
の
見

ざ
る
聞
か
ざ
る
言
わ
ざ
る

で
す
が
、
私
は
、
こ
の
三

猿
を
逆
に
、
捉
え
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
見
ざ
る
は
、
世
間

の
動
向
を
よ
く
見
る
力
を

身
に
付
け
る
。
聞
か
ざ
る

は
、
人
の
意
見
を
よ
く
聞

い
て
、
適
切
な
判
断
を
す

る
。
言
わ
ざ
る
は
、
前
記

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
状

況
を
良
く
見
て
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
、

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
、

頭
に
置
き
一
年
を
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
理
事
長
、

執
行
部
、
理
事
、
組
合
員

の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
て
、
少
し
で
も
良
い
組
合

作
り
に
役
立
て
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指

導
ご

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

副
理
事
長　

齋
藤
真
人　

　

組
合
員
の
皆
様
。
御
家

族
様
。
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村

田
家
の
五
男
坊
の
鶴
見
支

部
・
齋
藤
で
す
。
本
年
も

変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
六
月
よ
り
執
行
部

修
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
理
事
会
計

時
代
に
は
知
ら
な
か
っ
た

事
が
沢
山
あ
り
、
猛
勉
強

の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
が
、
幸
い
四
人
の
兄

が
面
倒
見
の
い
い
方
々
な

の
で
助
か
り
ま
す
。
自
分

が
理
事
会
に
出
席
し
始
め

た
頃
の
組
合
員
は
六
六
〇

余
名
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

組
合
事
業
の
継
続
の
為
に

も
加
入
者
促
進
に
努
め

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
が
今
年
も
一
年
、

健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

副
理
事
長　

舩
木
家
國　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
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副
理
事
長
挨
拶

副
理
事
長
挨
拶

健
勝
に
て
、
二
〇
一
六
年

の
新
し
い
年
を
ご
家
族
で

迎
え
ら
れ
た
事
と
心
か
ら

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
広
報
委

員
会
の
事
業
所
訪
問
で
Ｊ

Ｆ
Ｅ
鋼
板
東
日
本
製
造
所

京
浜
地
区
の
工
場
見
学
に

皆
様
ご
協
力
い
た
だ
き
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。
又

皆
様
多
数
参
加
で
き
る
事

業
所
訪
問
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
県

板
五
〇
周
年
記
念
に
向
け

て
、
記
念
誌
発
行
に
発
行

委
員
一
同
取
り
組
ん
で
居

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
委
員
増
員

の
た
め
に
、
一
支
部
一
増
員

を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
組
合
運
営
事

業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
最
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
様

の
ご
多
幸
と
、
繁
栄
を
心

か
ら
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

副
理
事
長　

監
物　

光　

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は

五
〇
周
年
を
来
年
に
控
え

て
大
事
な
年
に
な
り
ま
す

が
、
年
初
か
ら
、
昨
年
か

ら
の
世
界
情
勢
の
不
安
か

ら
、
株
価
の
下
落
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
で
は
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
事
業
展
開
が

本
格
化
し
て
、
人
手
不
足

を
言
い
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
を
叫
ん
で
い

ま
す
が
、
零
細
企
業
の

我
々
に
は
、
な
か
な
か
景

気
の
上
向
き
を
実
感
す
る

事
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
達
は
自
分
な
り
に
個
々

の
知
恵
を
絞
っ
て
、
一
つ

一
つ
階
段
を
登
っ
て
行
く

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
申
年
。
猿
が
頭

に
つ
く
と
、
猿
ま
わ
し
、

猿
知
恵
、
猿
芝
居
と
あ
ま

り
自
慢
す
る
言
葉
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
後
に
つ
く

と
何
事
に
も
ま
さ
る
、
悪

い
事
は
去
っ
て
も
ら
い
、

今
年
一
年
、
い
い
さ
る
が

つ
く
様
に
一
年
頑
張
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

 

副
理
事
長　

市
川　

肇　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
相
変
ず
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
早
々
よ
り
県
職

能
協
の
依
頼
に
依
り
、
二

月
三
日（
水
）
茅
ヶ
崎
市
立

鶴
ヶ
丘
中
学
校
に
出
向
い

て
「
も
の
づ
く
り
魅
力
発

信
講
座
」
と
言
う
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
に
は
厚
生
労

働
省
認
定
の
マ
イ
ス
タ
ー

が
組
合
に
は
四
名
お
り
ま

す
。
そ
の
方
々
を
中
心
に

指
導
に
あ
た
り
、
今
後
の

建
設
業
界
へ
の
若
い
方
々

の
労
働
力
の
発
掘
に
繋
が

れ
ば
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
マ
イ
ス
タ
ー
の
増
員

も
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様

お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
隆
盛

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

に
水
分
補
給
す
る
こ
と
が

大
切
な
こ
と
で
す
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
安
全
帯
み

ん
な
で
め
ざ
す
ゼ
ロ
災
害

て
い
た
様
で
す
。

　

ホ
テ
ル
の
部
屋
も
広
く
、

み
ん
な
温
泉
で
日
頃
の
疲

れ
を
癒
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
翌
朝
、

朝
食
を
済
ま
せ
、
現
地
自

由
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

移
動
理
事
会

移
動
理
事
会

第
七
回

第
七
回

安
全
大
会

安
全
大
会

第
七
回

第
七
回

安
全
大
会

安
全
大
会

　

平
成
二
十
七
年
七
月

二
十
二
日（
日
）
快
晴
の

も
と
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ

き
、
茅
ヶ
崎
中
海
岸
サ
ザ

ン
ビ
ー
チ
海
の
家
（
茅
ヶ

崎
支
部
前
理
事
・
米
山
様

営
業
）
で
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
回
大
変
好
評

で
あ
っ
た
せ
い
か
、
こ
の

夏
は
、
総
勢
一
七
〇
名
以

上
の
参
加
者
を
集
め
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
は
、
強
風
に
少
々
な

や
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
は
晴
天
に
し
て
、
微
風

と
、
ま
さ
に
レ
ジ
ャ
ー
日

和
!
こ
れ
は
ま
さ
に
、
執

行
部
な
ら
び
に
総
務
委
員

会
理
事
の
皆
さ
ん
の
努
力

が
報
わ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
も
青

年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
は
じ
め
、

ス
イ
カ
割
や
い
ろ
い
ろ
な

ゲ
ー
ム
が
盛
り
沢
山
で
、

賞
品
を
手
に
し
た
子
供
た

ち
の
は
し
ゃ
い
だ
笑
顔
は

ま
さ
に
夏
本
番
と
い
っ
た

感
じ
で
し
た
。
そ
の
上
市

川
肇
副
理
事
長
か
ら
大
量

の
「
鮎
」
の
差
し
入
れ
が

あ
り
、
さ
っ
そ
く
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
で
焼
き
立

て
を
皆
さ
ん
に
配
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
旨
さ
に
皆
さ

ん
大
喜
び
で
、
益
々
大
人

た
ち
は
生
ビ
ー
ル
が
す
す

ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

そ
し
て
今
回
は
、
な
ん
と

米
山
前
理
事
の
計
ら
い
に

よ
り
、
多
数
の
美
人
ダ
ン

サ
ー
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

第
二
十
七
回
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
in
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ

夏
だ
！
ビ
ー
チ
だ
！
フ
ラ
ダ
ン
ス
だ
！
全
員
集
合
！

シ
ョ
ー
を
、
海
の
家
内
で

披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
も
う
、
男
性
陣

は
基
よ
り
、
ご
家
族
の
か

た
が
た
も
み
な
、
く
ぎ
付

け
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
ん
な
楽
し
い

企
画
を
く
ん
で
い
た
だ
い

た
。
米
山
様
に
は
、
本
当

に
、
感
謝
!
感
謝
!
で
し

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
八

年
も
、
組
合
員
も
家
族
の

皆
さ
ん
も
、
大
勢
の
皆
さ

ん
が
元
気
で
参
加
さ
れ
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
、
今
年

の
夏
も
!
全
員
集
合
!
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平
成
二
十
七
年
七
月
十
八
日（
土
）

〜
十
九
日（
日
）
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展

示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
神
奈
川
県
職

業
能
力
開
発
協
会
主
催
で
二
万
人
を

超
す
入
場
者
数
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
子
供
達

を
対
象
と
し
た
、
五
十
二
団
体
に
よ

る
プ
ロ
が
教
え
る
も
の
づ
く
り
体

験
、
企
業
に
よ
る
も
の
づ
く
り
体
験
、

は
た
ら
く
車
試

乗
体
験
、
技
能

五
輪
紹
介
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
楽

し
い
企
画
が
沢

山
あ
り
ま
し
た
。

　

当
県
板
で

は
、
銅
板
に
よ

る
十
二
支
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
筋
彫

り
な
ど
を
、
体

験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り

に
参
加
し
た
子
供
達
は
、
十
八
日

三
十
四
名
、
十
九
日
三
十
名
で
、
理

事
長
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
は
大
忙
し
に

も
係
わ
ら
ず
、
親
切
、
丁
寧
に
子
供

達
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
を
手
に
、
嬉
し
そ

う
に
持
ち
帰
る
姿
が
と
て
も
、
微
笑
ま

し
く
思
え
る
体
験
フ
ェ
ス
タ
で
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
九
日

（
水
）、
板
金
会
館
六
階
で
午
後

一
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
板
金
組
合
か
ら
、

村
田
理
事
長
、
監
物
副
理
事
、

舩
木
副
理
事
三
名
が
参
加
し
、

開
会
の
挨
拶
、
栃
木
県
板
、
山

中
理
事
長
、
会
長
挨
拶
に
山
田

会
長
、
議
事
、
議
長
東
京
都
板
、

三
浦
理
事
長

⑴
全
板
連
・
日
板
協
に
つ
い
て

⑵
全
板
国
保
・
国
民
年
金
基
金

に
つ
い
て

⑶
第
六
十
八
回
京
都
大
会
に
つ

い
て

参
加
者
予
定
者
（
十
月
時

点
）、
東
京
七
〇
名
、
長
野

七
〇
名
、
新
潟
一
〇
〇
名
、

山
梨
四
〇
名
、
神
奈
川
五
〇

名
、
茨
城
一
〇
〇
名
、
千
葉

四
〇
名
、
栃
木
三
十
五
名
、

群
馬
五
〇
名
、
埼
玉
三
〇
名
、

計
五
百
八
十
五
名
。

⑷
新
規
登
録
建
築
板
金
基
幹
技

能
者
講
習
会
に
つ
い
て
、
受

講
予
定
者
、
東
京
五
名
、
長

野
一
名
、
新
潟
五
名
、
山
梨

〇
名
、
神
奈
川
五
名
、
茨
城

一
〇
名
、
千
葉
〇
名
、
栃
木

〇
名
、
群
馬
〇
名
、
埼
玉
一
名

⑸
平
成
二
十
八
年
度
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
日
程
に
つ
い
て

⑹
平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
経

営
対
策
委
員
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
八
年
二
月
十
九
日

（
金
）
議
題
に
つ
い
て

⑺
表
彰
推
薦
候
補
者
決
定
に
つ

い
て

⑻
そ
の
他
、
全
国
競
技
大
会
、

二
月
二
十
八
日

以
上
群
馬
県
板
、
桑
原
理
事
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

関
東
甲
信
越
板
金
工
業
組
合
協
議
会

神
奈
川
県
技
能
者
等
表
彰

神
奈
川
県
卓
越
技
能
者
表
彰

 

和
田
英
則
（
横
須
賀
支
部
）

神
奈
川
県
優
秀
技
能
者
表
彰

 

萩
原
繁
夫
（
保
土
ヶ
谷
支
部
）

神
奈
川
県
青
年
優
秀
技
能
者
表
彰

 

監
物
太
一
（
大
和
支
部
）

役
員
表
彰
（
中
央
会
）　 

監
物　

光
（
大
和
支
部
）

全
板
連
功
労
章 

菅
野
靖
弘
（
港
南
支
部
）

全
板
連
功
労
章 

中
村
欽
一
（
港
北
支
部
）

神
技
連
功
労
者
表
彰 

山
本　

均
（
平
塚
支
部
）











表
彰
受
賞
者

表
彰
受
賞
者

平
成
二
十
七
年
度

平
成
二
十
七
年
度

か
な
が
わ

か
な
が
わ  

し
ご
と

し
ご
と
・・
技
能
技
能

  

体
験
フ
エ
ス
タ

体
験
フ
エ
ス
タ  

二
〇
一
五

二
〇
一
五

　

平
成
二
十
七
年
十
月
八

日
、
第
十
一
回
県
板
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
沼
津
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
十
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
ペ
に
は
、

厚
生
委
員
会
の
佐
藤
理
事

を
は
じ
め
四
名
の
方
が
初

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
快
晴
で
風
も

な
く
、
ス
タ
ー
ト
前
の
気

合
は
十
分
八
時
十
二
分
、

簡
単
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

後
、
各
々
ナ
イ
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
？
で
ス
タ
ー
ト
、
各

ホ
ー
ル
で
珍
プ
レ
ー
も
あ
る

中
、
無
事
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

　

終
了
後
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
席
の
表
彰
式
で
は
、

佐
藤
理
事
の
軽
妙
な
進
行

で
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、

一
人
ひ
と
り
が
持
ち
よ
っ

た
景
品
を
含
め
盛
り
沢
山

の
品
々
を
優
勝
者
は
じ
め

入
賞
者
、
参
加
者
に
贈
ら

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

楽
し
い
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

優
勝
者　

監
物　

忠

 

準
優
勝　

歌
川　

明

 

３　

位　

佐
藤
広
章

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
四
十
七
回

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
日

（
水
）
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
で

は
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
第
一
部
は
、
主
催
者

神
奈
川
県
技
能
士
会
会
長
、
川

崎
尚
人
氏
の
挨
拶
、
県
産
業
労

働
局
労
働
部
産
業

人
材
課
長
、
木
下

公
太
郎
氏
他
、
来

賓
の
祝
辞
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、

講
演
会
が
行
わ
れ
、

横
須
賀
開
国
史
研

究
会
会
長
、
山
本

詔
一
氏
に
よ
る

「
そ
れ
は
ペ
リ
ー
来

航
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
言
う
演

題
で
始
ま
り
、
ペ
リ
ー
が
横
須

賀
に
来
航
し
た
時
の
裏
話
な
ど

を
、
面
白
可
笑
し
く
話
し
て
頂

き
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
の
交
流
会
で
は
、
宴

席
が
行
わ
れ
、
技
能
士
会
連
合

会
副
会
長
、
三

上
誠
司
氏
の
乾

杯
で
始
ま
り
、

お
酒
を
飲
み
な

が
ら
、
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
も
あ

り
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
す

事
が
出
来
た
大

会
で
し
た
。

二
〇
一
五
年

技
能
士
の
つ
ど
い

第
四
十
回
神
技
連
技
能
士
大
会

新
た
な
参
加
者
を
迎
え
！

　

平
成
二
十
七
年
十
月

三
十
一
日
（
土
）
神
奈
川

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学

西
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
五
名
で
腕
を

競
い
ま
し
た
。
競
技
課
題

は
、
如
雨
露
を
三
時
間

三
十
分
以
内
の
時
間
で
作

品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

深
井
英
明（
藤
沢
支
部
）

優

秀

賞　

監
物
太
一（
大
和
支
部
）

神
技
連
会
長
賞　

監
物
公
生（
大
和
支
部
）

名
工
会
会
長
賞　

河
口
哲
也（
秦
野
支
部
）

技
能
コ
ン
ク
ー
ル

技
能
コ
ン
ク
ー
ル

技
能
コ
ン
ク
ー
ル

技
能
コ
ン
ク
ー
ル

第
二
十
七
年
度

「
技
能
検
定
合
格
者
」

建
築
板
金
職
種

内
外
装
板
金
作
業

（
一
級
）

遠
藤
春
美

（
藤
沢
支
部
）

監
物
太
一

（
大
和
支
部
）

佐
藤
和
正

（
厚
木
支
部
）

萩
原　

亮

（
藤
沢
支
部
）

臼
井
和
幸

（
横
須
賀
支
部
）

内
外
装
板
金
作
業

（
二
級
）

石
本
星
那

（
西
支
部
）

早
川
一
貴

（
藤
沢
支
部
）

堀
切
洋
生

（
金
沢
支
部
）

宮
崎
健
太
郎

（
相
模
原
支
部
）

風
間
怜
音

（
大
船
・
栄
支
部
）

組
合
表
彰

和
田
英
則

 

（
横
須
賀
支
部
）

柿
澤　

實

 

（
厚
木
支
部
）

川
澄　

潔

 

（
大
和
支
部
）
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平
成
二
十
七
年
八
月

二
十
一
日（
金
）
十
四
時

三
十
分
、
ホ
テ
ル
横
浜

ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

司
会
者
、
萩
原
理
事
、

開
会
の
辞
、
歌
川
副
支
部

長
、
支
部
長
挨
拶
、
村
田

支
部
長
、
で
始
ま
り
来
賓

の
紹
介
、
議
長
に
間
川
理

事
、
議
事
録
署
名
人
、
林

好
重
理
事
、
議
事
第
一
号

議
案
〜
第
六
号
議
案
、
そ

の
他
、
二
十
七
回
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
報
告
が
、

監
物
副
支
部
長
よ
り
発
表

有
り
、
議
長
解
任
後
来
賓

の
挨
拶
を
頂
き
閉
会
の
辞

　

第
三
十
五
回
横
浜
技
能

ま
つ
り
が
、
平
成
二
十
七
年

十
月
二
十
五
日（
日
）
横
浜

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
れ
て
い
た

も
の
の
強
い
南
風
が
吹
き
荒

れ
る
中
、
予
定
通
り
に
鳶
職

組
合
に
よ
る
木
遣
と
纏
振

り
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
お
な
じ
み

の
表
札
作
り
と
、
キ
ャ
ラ

横
浜
技
能
祭
り

横
浜
技
能
祭
り

横
浜
技
能
祭
り

横
浜
技
能
祭
り

ク
タ
ー
の
筋
彫
り
着
色
仕

上
げ
、
青
年
部
は
、
銅
板
・

真
鍮
板
で
折
る
鶴
亀
の
実

演
販
売
を

行
い
ま
し

た
。
表
札

作
り
は

十
二
名
、

筋
彫
り
は

二
名
の
組

合
員
で
、

第
三
十
五
回

建
築
板
金
業
次
世
代

研
究
会
 in
茨
城

　

日
本
建
築
板
金
協
会
主

催
の
建
築
板
金
業
次
世
代

研
究
会
が
「
オ
ー
ク
ラ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
つ
く

ば
」
で
九
月
二
十
六
〜

二
十
七
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
未

来
に
向
か
う
経
営
改
革
〜

匠
の
命
【
鋏
】
を
知
る
!
」

と
し
て
、
全
国
か
ら
二
百

名
超
が
参
加
し
、
神
奈
川

県
板
か
ら
は
、
村
田
理
事

長
及
び
青
年
部
六
名
で
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

第
八
回

会
員
大
会
 in
神
奈
川

 

開
催
!

　

七
月
十
一
〜
十
二
日
に

て
、
関
東
甲
信
越
板
金
工

業
組
合
協
議
会
青
年
部
の

会
員
大
会
が
箱
根
・
湯
河

原
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
大
人
八
十
六
名
・
子
供

二
十
名
）

　

十
一
日
は
、
箱
根
・
宮

城
野
国
際
マ
ス
釣
り
場
に

て
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。
マ
ス

釣
り
・
つ
か
み
取
り

な
ど
を
行
い
湯
河
原

へ
宿
泊
、
夜
の
宴
席

で
は
お
楽
し
み
抽
選

会
と
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

十
二
日
は
、
箱
根

園
に
て
寄
木
細
工
を

体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

大
涌
谷

の
火
山
活

動
で
い
ろ

い
ろ
と
変

更
等
も
あ

り
ま
し
た

が
、
両
日

青
年
部

青
年
部

青
年
部
早
川　

誠

早
川　

誠

を
歌
川
副
支
部
長
で
終
了

と
な
り
、
十
六
時
よ
り
懇

親
会
に
入
り
、
開
会
萩
原

理
事
、
支
部
長
挨
拶
村
田

支
部
長
、
乾
杯
に
櫻
井
顧

問
、
中
締
め
、
閉
会
を
島

永
監
事
で
無
事
総
会
が
終

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
九

日（
金
）
メ
ル
パ
ル
ク
ヨ
コ

ハ
マ
に
お
い
て
、
横
浜
市
板

金
組
合
連
合
会
平
成
二
十
七

年
度
通
常
総
代
会
が
例
年
ど

う
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
二
十
六
名
・
来
賓
者

七
名
合
計
三
十
三
名
の
出
席

者
で
、
司
会
の
別
府
氏
（
神

奈
川
支
部
）
に
よ
る
、
開
会

の
言
葉
に
よ
り
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
組
合
員
物
故
者
に
黙

祷
を
さ
さ
げ
た
の
ち
現
在
体

調
を
壊
さ
れ
て
い
る
三
浦
会

長
代
理
の
土
田
副
会
長
（
金

沢
支
部
）
に
よ
る
御
挨
拶
が

あ
り
司
会
者
に
よ
る
来
賓
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
来
賓

に
は
、
村
田
県
板
理
事
長

（
神
奈
川
支
部
）、
桜
井
前
県

板
理
事
長
、
塩
田
前
市
連
会

長
、
深
澤
事
務
局
長
、
五
十

嵐
市
連
青
年
部
会
長
、
日
本

鐵
板
㈱
相
談
役
永
井
峻
氏
ら

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
議
長

団
に
は
林
氏
・
福
田
氏
（
港

南
支
部
）
が
選
出
さ
れ
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
は
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
を
市

川
運
営
委
員
（
緑
支
部
）・

第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
六

年
度
収
支
決
算
報
告
を
間
川

会
計
（
戸
塚
支
部
）・
第
三

号
議
案
平
成
二
十
七
年
度

事
業
計
画
案
に
市
川
運
営

委
員
・
第
四
号
議
案
平
成

二
十
七
年
度
収
支
予
算
案
を

間
川
会
計
と
報
告
・
発
表
さ

れ
、
第
五
号
議
案
で
は
、
定

款
の
一
部
改
正
が
斉
藤
副
会

長
（
鶴
見
支
部
）
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
決

算
報
告
に
お
い
て
は
、
監
査

役
の
沼
田
監
事
（
西
支
部
）

よ
り
会
計
監
査
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
適
正
で
あ
る
承
認

を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
速
や

か
な
、
議
長
団
の
進
行
の
も

と
、
各
議
案
も
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
大
会
も
終
盤
に

至
る
と
こ
ろ
で
、
今
期
よ
り

の
新
し
い
役
員
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
齋
藤
真
人
氏

（
鶴
見
支
部
）
を
新
会
長
に

迎
え
・
副
会
長
に
間
川
輝
男

氏
（
戸
塚
支
部
）・
土
田
和

治
氏
（
金
沢
支
部
）・
伊
藤

祐
吉
氏
（
南
支
部
）
の
三
名

が
補
佐
役
と
し
て
任
命
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
又
、
会
計

に
、
市
川
満
（
緑
支
部
）・

高
橋
良
（
中
支
部
）
の
二

名
、
運
営
委
員
長
に
山
内
昭

次
（
旭
瀬
谷
支
部
）・
同
副

委
員
長
に
林
好
重
（
港
南
支

部
）
の
二
名
・
監
事
に
佐
久

間
弘
之
（
保
土
ヶ
谷
支
部
）・

鶴
岡
孝
（
南
支
部
）・
顧
問

に
塩
田
力
（
鶴
見
支
部
）
前

会
長
を
迎
え
、
そ
の
上
、
相

談
役
に
は
、
村
田
理
事
長
・

桜
井
前
理
事
長
・
三
浦
前
会

長
と
多
く
の
先
輩
方
に
見
ま

も
ら
れ
、
万
全
の
た
い
せ
い

で
、
こ
れ
か
ら
の
連
合
会
を

運
営
し
て
ゆ
か
れ
る
と
、
斉

藤
新
会
長
の
挨
拶
の
中
か

ら
、
よ
り
新
た
な
意
気
込
み

が
う
け
て
取
れ
ま
し
た
。

　

議
長
解
任
後
、
長
年
連
合

会
に
貢
献
さ
れ
た
、
鶴
岡

孝
様
（
南
支
部
）・
三
村
清

様
（
西
支
部
）・
五
十
嵐
桂

様
（
前
青
年
部
長
）・（
故
）

高
畑
幸
治
様
ら
に
、
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
、
ご
来

賓
を
代
表
さ
れ
、
塩
田
様
・

桜
井
様
よ
り
あ
り
が
た
い
祝

辞
を
頂
き
、
和
や
か
な
う
ち

に
、
佐
久
間
様
に
よ
る
閉
会

の
言
葉
を
締
め
に
、
総
代
会

一
部
が
無
事
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

二
部
か
ら
は
、
会
場
を
建

物
上
階
の
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
・
レ
イ
ン
ボ
ー
の
間
に
代

え
、
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
改
め
て
、
ご
来
賓
の
日

本
鐵
板
㈱
相
談
役
の
永
井
峻

様
よ
り
、
あ
り
が
た
い
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
き
、
一
部

の
張
り
つ
め
た
空
気
と
は
、

ま
っ
た
く
違
っ
た
、
終
始
楽

し
く
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を

た
だ
よ
わ
せ
、
素
晴
ら
し
い

景
観
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
な
か

で
、
よ
り
一
層
の
親
睦
を
ふ

か
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
斉
藤
新
会
長
の
運

営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
代
会

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
代
会

  

新
任
会
長
に
齋
藤
真
人
氏
就
任

新
任
会
長
に
齋
藤
真
人
氏
就
任

と
も
天
気
に
は
め
ぐ
ま
れ

ま
し
て
、
各
都
県
板
の
部

員
・
家
族
に
も
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丁
寧
に
指
導
し
、
良
い
作

品
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
市
民
の
方
々

や
修
学
旅
行
生
・
海
外
か

ら
の
旅
行
者
な
ど
で
と
て

も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

問
題

神
奈
川
県
板
金
工
業
組
合

は
、
来
年
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
ズ
バ
リ
何
年
に

な
る
で
し
ょ
う
。

答
え
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
支

部
名
・
屋
号
・
氏
名
を
明
記

の
上
、
県
板
事
務
所
ま
で

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

〇
四
五
（
六
六
三
）
六
四
六
四

し
め
き
り　

二
月
二
十
九
日

（
一
店
舗
一
通
で
お
願
い
し
ま
す
。）

懸
賞
品

（
有
）
キ
ッ
ド
賞

　

ビ
ス
詰
め
合
わ
せ 

十
名
様

益
谷
商
店
賞

　

ツ
カ
ミ 

一
名
様

　

竪
ド
イ
カ
ッ
タ
ー 

一
名
様

（
株
）
盛
光
賞

　

柳
刃
ハ
サ
ミ 

一
名
様

日
本
旅
行
賞

　

旅
行
券 

一
名
様

全
板
国
保

全
板
国
保

  
支
部
会
議
員
総
会

支
部
会
議
員
総
会

新
春
お
年
玉

新
春
お
年
玉

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ

新
春
お
年
玉

新
春
お
年
玉

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ

（5）　　第95号 平成 28年 2月 1日
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神
奈
川
県
板
金
工
業
組

合
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
素
は
神
奈
川
鉄
二
協

に
対
し
格
別
の
ご
愛
願
お

引
き
立
て
に
あ
ず
か
り
哀

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
手
企
業
を
中
心
に
概

ね
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
我
々
業
界
は
残
念
な

が
ら
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

建
設
業
は
人
手
不
足
と

云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
業

種
に
よ
り
違
い
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も

色
々
あ
り
ま
す
が
、
安
定

し
た
暮
ら
し
を
出
来
る
よ

う
に
努
力
し
県
板
組
合
の

資材のご注文は鉄二協会員金物店に!!
現場で資材を不足した場合、鉄二協の材料店マップ（地図掲載）を活用し、

お近くのお店をご利用ください。

会 社 名 代 表 者 所 在 地 T E L F A X

（有）近 藤 商 店 宮 崎 英 雄 横浜市戸塚区前田町74 045-822-1121 045-822-1745

（株）志 水 商 店 志 水 勝 哉 川崎市中原区木月4-1-10 044-411-3151 044-433-1567

（株）鈴 鹿 商 店 鈴 鹿 聰 平 横浜市南区宮元町2-26 045-741-4114 045-731-2841

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 英 治 横浜市鶴見区下末吉1-2-15 045-581-0521 045-581-0523

（株）髙　　　　木 高 木 瞬 次 横浜市神奈川区平川町22-6 045-481-3725 045-481-3625

（有）髙木琴次商店 古 家 恒 雄 横浜市南区永田東2-1-23 045-711-1122 045-711-1105

（株）中　　　　島 中 島 貴 裕 横浜市栄区鍛冶ヶ谷2-42-20 045-894-2222 045-894-2224

やねやね社サカイ 酒 井 寿 弘 横浜市南区西中町2-28 045-241-3331 045-241-3688

長 谷 川 金 物（株） 佐 藤 直 司 鎌倉市小袋谷2-15-13 0467-46-3191 0467-47-4539

浜 口 金 物 店 浜 口　 昭 横須賀市坂本町1-32 046-825-3338 046-826-0852

（有）丸 八 商 店 林　 弘 喜 横須賀市追浜町1-35 046-865-3578 046-865-2048

相 武 興 業（株） 磯 崎 嘉 徳 相模原市富士見1-6-4 042-752-2341 042-755-4814

（名）平 野 屋 平 本 勝 哉 町田市原町田5-7-21 042-722-2057 042-725-4913

（株）富　　　　士 宇 井　 崇 大和市深見西6-3-5 046-264-3441 046-263-0635

（株）丸 子 商 事 佐 藤 順 子 横浜市瀬谷区竹村町3-33 045-306-0591 045-306-0593

（株）中 村 商 会 中 村 善 成 厚木市妻田西3-1-22 046-224-0457 046-224-0434

安 斎 商 店 安 斎 庸 康 厚木市中依知82 046-245-2312 046-245-6663

（有）内 田 商 店 内 田 一 男 茅ケ崎市出口町6-27 0467-86-3823 0467-86-1149

（株）江 成 商 店 江 成　 孝 平塚市東真土1-7-11 0463-55-1913 0463-55-1703

（有）直　　　　屋 山村久美子 平塚市寺田縄129-1 0463-59-0225 0463-59-2450

（株）三　　　　矢 足 立 亘 正 平塚市御殿1-2-36 0463-31-0627 0463-34-6133

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 洋 一 小田原市飯泉69 0465-48-0955 0465-48-0957

（株）星崎仲吉商店 星 崎 信 幸 小田原市扇町2-27-21 0465-34-2718 0465-35-6854

　

今
回
の
県
板
新
聞
の
作

成
に
当
り
執
行
部
の
皆
様
及

び
各
委
員
会
・
各
支
部
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
り
良
い
広
報
誌
作
り

に
心
掛
け
て
い
こ
う
と
お

も
い
ま
す
。

執
行
部
広
報
担
当

 

舩
木
家
國

広
報
委
員
長

 

市
川　

満

広
報
委
員

 

高
橋　

良

 

伊
藤
祐
吉

 

島
永
義
治

 

猪
俣
寿
久

編
集
後
記

編
集
後
記

全
国
建
築
板
金
業
者

全
国
建
築
板
金
業
者

京
都
大
会
の
参
加
者
に
つ
い
て

京
都
大
会
の
参
加
者
に
つ
い
て

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

○
期　
　

日
：
平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日（
木
）
〜

 

二
十
日（
金
）
…
一
泊
二
日

○
参
加
人
員
：
五
十
名
（
目
標
）

○
参
加
費
：
六
八
、五
〇
〇
円
〜
七
〇
、五
〇
〇
円

○〈
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉（
予
定
）

五
月
十
九
日（
木
）

新（
六
：
四
六
）

横
浜
駅
↓
小（
七
：
〇
四
）

田
原
駅
↓
京（
九
：
一
四
）

都
駅
↓
京（
一
〇
：
〇
〇
〜
一
三
：
〇
〇
）

都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ「
京
都
大
会
」
参
加

↓
清

（
一
四
：
三
〇
）

水
寺
↓
湯（

一
七
：
〇
〇
 
頃
）

の
花
温
泉
（
渓
山
閣　

泊
）

五
月
二
十
日（
金
）

湯（
八
：
四
五
）

の
花
温
泉
↓
亀
（
九
：
三
五
）

岡
〓
〓
〓
〓
〓
ト
ロ
ッ
コ
列
車
〓
〓
〓
〓
〓
嵐
（
一
〇
：
〇
五
）

山
↓

天（
一
〇
：
二
五
〜
一
三
：
五
〇
）

龍
寺
・
竹
林
散
策（
昼
食
）
↓
太

（
一
三
：
三
〇
〜
一
五
：
〇
〇
）

秦
映
画
村
↓
龍（

一
六
：
〇
〇
〜
一
七
：
〇
〇
）

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
見
学
）

↓
京

（
一
七
：
三
〇
）

都
駅
↓
小（

二
〇
：
三
七
）

田
原
駅
↓
新（

二
〇
：
五
二
）

横
浜
駅

　

平
成
二
十
八
年

全
板
連
「
京
都
大

会
」
は
、
京
都

府
板
金
工
業
組

合
が
担
当
県
と
な

り
、
大
会
の
盛
会

を
め
ざ
し
諸
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
神
奈
川
県

板
も
多
く
の
参
加

者
を
募
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

皆
様
と
共
に
明
る
い
年
に

な
る
よ
う
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
倍
旧
の
お

引
き
立
て
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
申
し
上
げ

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

神
奈
川
鉄
鋼

 

二
次
製
品
協
議
会

 

会
長　

宇
井
一
男

第第

6868
回回

第95号　　（6）平成 28年 2月 1日


